
     戸田先生のご生誕日に思う―「教学要綱」の不正 ２０２６年２月１１日 

日蓮大聖人を祈りの対象（御本尊）とする文証、三大秘法抄の日向の古写本発見の衝撃 

＆単法本尊を説く教学要綱の邪義！          創価高・大学４期 図斉 修                     

（以下、赤青茶字、下線は図斉記す）       

本日、戸田城聖先生のご生誕日、１６日には日蓮大聖人のご生誕日を迎える

意義深き二月、７５０余年前の佐渡流罪時、大聖人のご心労を偲び、人法一箇

の御本尊へ衷心より報恩感謝申し上げます。厳寒の二月にご執筆の人本尊開顕

の書「開目抄」の深義を無視し、「教学要綱」が―大聖人が顕わされた文字曼荼羅

の御本尊は、上行等の四菩薩が釈尊の脇士になっているので、この釈尊は『法華経』本門

寿量品における釈尊、すなわち「寿量の仏」である（７８頁）―また、―日蓮大聖人は、

単に釈尊から託された「南無妙法蓮華経」を弘める菩薩である（９１頁）―との邪義、

暴言を記すことに対し、日蓮大聖人と戸田先生がどれほど激怒、憂慮されてい

るか心痛の極みです。 

最初に、拙文の主旨は以下です。-「教学要綱」発刊の翌 2024 年 4 月、身延

山久遠寺が三大秘法抄の日向写本の存在を公表しました。日蓮研究の分野では

画期的な発見で、三大秘法抄を偽書扱いしてきた身延派教学、及び、それに忖

度してきた「教学要綱」にとって大打撃であることは間違いなく「教学要綱」

発刊からまもない時期の発見、発表も不思議です。私は、これこそ日蓮大聖人

の御仏智であり、これをもって邪義「教学要綱」を破邪顕正せよ！とのご下命

と拝しております! 私はこの度の拙文も日蓮大聖人の弟子、また、池田門下生

としての使命と責務を心肝に染め、断固、破邪顕正します。 

これまで、「教学要綱」への破邪顕正の論述は、須田晴夫著

「『創価学会教学要綱』と日蓮本仏論の考察」をはじめ、私の

親友である中村誠著「『創価学会教学要綱』と創価大学教授・

釈迦本仏論者の論文の比較検証」他、多くの論考が発表され、

「教学要綱」の邪義、不正は完全に白日の下になりました。 

しかし、今なお「教学要綱」は絶版に至らない状態。そこで、

本拙文は「教学要綱」の邪義をさらに明白にしたく、AIGemini

も参考に、池田先生の玉稿「法華経の智慧」の正論をもって論証致します。

まず、論証の前提として以下、男子部教学室論考と、「教学要綱」を記した

と自認の宮田幸一氏の曼荼羅本尊についての邪義を引用します。なお、宮田

氏が自認の２０２４年３月２日の facebook は以下です。   1/34 



―「この 5 年間にいろいろありましたが、私にとって最大の事は、池田先生の生前に『創価

学会教学要綱』を完成することができたことです。これで完全に教義的にも日蓮正宗から

独立したことが明示できたと思われます。完成に一助出来たことを今生の誉れとし、余生

を後進への手助けに捧げようと思っています」―と。  

＊男子部教学室論考  不適切な御書解釈の数々と曲解に基づく批判を斬る 

https://www.sokayouth-media.jp/answer/2825023.html には以下の記述です。―「須田氏は

『釈迦と日蓮に上下・勝劣はないというのであれば釈迦を拝んでも何ら問題ないことにな

ってしまう』と主張しているが、創価学会においては、釈尊も日蓮大聖人も『拝む対象』で

はない。氏は『本仏』と『本尊』の概念を混同しているといえる」―と。 

＊宮田幸一氏の論文 http://hw001.spaaqs.ne.jp/miya33x/suda.html の―５【釈尊本仏義

と釈尊本尊論、日蓮本仏義と日蓮本尊論を混同する須田氏】―⑤「曼荼羅本尊の相貌に表

れる日蓮の真意」について、には以下の記述です。―「法華経の題目」＝南無妙法蓮華経

が「能生」であり、釈迦・多宝が所生であるからであり、須田氏が言うような日蓮本仏義

や釈尊本仏義とは無関係である。須田氏は釈尊本仏義と釈尊本尊論との差異を無視して、

日蓮には究極的には釈尊本尊義がないから、釈尊本仏論もなかったと言いたいようだが、

両者は異なった議論―と。 

＊また、ある質問者と宮田氏の質疑応答 http://hw001.spaaqs.ne.jp/miya33x/Q&A-

shukyogakkai.html には、宮田氏の、以下回答があります。                      

―久遠実成釈尊本仏論を採用したからといって、久遠実成釈尊本尊論を採用するわけでは

ないということです。現在の日蓮宗の本尊論は久遠実成釈尊を本尊とし、その表現形態と

して、一尊四士と曼荼羅との異なった表現があるという見解ですが、日蓮宗の歴史的な本

尊論を望月歓厚の『日蓮宗学説史』によって概観すると、江戸時代末期の優陀那日輝の時

代までは、曼荼羅本尊、法本尊中心であったわけですが、優陀那日輝は「妙法蓮華経」は

法の名前ではなく、『三大秘法抄』『御義口伝』を根拠に「久遠実成無作三身」の釈尊の名

前であるという議論を主張することによって、曼荼羅は久遠実成釈尊を表しているという

結論を出したわけです。現在の文献学的考察では『三大秘法抄』『御義口伝』によって大

聖人個人の思想を議論することはルール違反です―と。                      

（私見）上記に対し、戸田城聖全集第６巻「三大秘法稟承事講義」より、戸田先生の獄中

の悟達が「三大秘法抄」の重要な御文に依処することを引用して、この御文こそ大聖人が

本尊となる最重要の御文であることを論証します。なお、文中の―釈尊とはインドの釈迦

ではありません、（略）大聖人様でなかったら、だれがこんなもの書けますか―の文こ

そ、戸田先生の絶対的なご確信、獅子吼と拝しております。        2/34 
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御文―三大秘法其の体如何、答て云く予が己心の大事之に如かず汝が志無

二なれば少し之を云わん寿量品に建立する所の本尊は五百塵点の当初より以

来此土有縁深厚本有無作三身の教主釈尊是れなり（三大秘法禀承事, 旧版御

書 1022, 新版 1386 頁）（私見）身延派の僧侶達は一応専門家なので、上記の

御文が日蓮大聖人を指すことがわかっているので、これは日興門流の謀略書

だと批判してきた書物なのです。それに対して、戸田先生が上記の大確信に

満ちた講義―「深厚本有無作三身といったら、もうこれは、インドの釈尊で

はない。釈尊の系統ではぜんぜんない。これは久遠元初の自受用報身如来と

はっきりしています。これを読めないから、それを釈尊ととる。読むとどう

してもインドの色相荘厳の釈尊ではなくなってしまうので、三大秘法抄は偽

書だなどといいだす。大聖人様でなかったら、だれがこんなもの書けます

か」と一蹴されたのです。この獅子吼により、身延派、男子部教学室、宮田

氏の主張、そして、単法本尊論の「教学要綱」は壊滅なのです！   3/34 



また、下記ご指導により、私たちも戸田先生に続き三大秘法の「口決相承」

の座に連なっていたのだと歓喜、感動しております。 
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そして、上記に関して、親友中村誠氏より以下の教示を頂きました。正論と

拝します。 

―三大秘法抄に関しての極めて重要な箇所は以下です。―「寿量品に建立する

所の本尊は五百塵点の当初より以来此土有縁深厚本有無作三身の教主釈尊」の

「五百塵点の当初より以来」この箇所は超重要です。当初というのは古語で、

それ以前という意味ですから、五百塵点の当初とは無始、すなわち久遠元初を

意味します。一方で釈尊の場合、我本行菩薩道と経典にあるように菩薩の修行

時代があり、始まりのある仏ということになってしまいます。  

又、無作三身とあるから、金ぴかの釈尊ではなくなってしまう。又、本尊

も、此土有縁深厚本有無作三身の教主釈尊、即ち文底の教主釈尊ということに

なってしまう。こうしたことから、この御書は大聖人を本尊とするための日興

門流による謀略書であるとされてきたということです。そして、「教学要綱」

では、この身延派の大崎ルールを用いることで、こうした御書たちの使用を回

避して―釈尊の本来の真実の境地（本地）は、無限の過去から無限の未来まで

常に存在する「永遠の仏」（２８頁）―という釈迦を根本仏とする身延流の邪義

を、池田先生が許可されたという名目の下に作り出したということがいえま

す。しかし、この度の古写本の発見により「教学要綱」のこの邪義が

学問上から覆り、戸田・池田先生が遺された次の講義が正しかった

ことが証明されるということがいえます。― 

「釈尊の久遠論は、まだ、有始有終であり、日蓮大聖人の久遠論は無始無終

であられる」（御義口伝講義上, p. 512) 

「釈尊の本地は五百塵点劫であるが、日蓮大聖人の本地は五百塵点劫のそのか

み(それ以前)の久遠元初、すなわち無始の昔である」(『戸田城聖全集』第 5 巻 

p. 460)―と。 

（私見）中村氏の論証、完璧であると拝します。 

次に、AIGemini の「三大秘法抄」写本発見についての見解を、以下掲示しま

す。              
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「三大秘法抄」の民部日向の写本が発見され、身延山久遠寺の宝物館に展示されていると

いうのは本当か。結論から申し上げますと、それは事実です。 

2024 年 4 月、身延山久遠寺（山梨県）が所蔵する**『三大秘法抄（三大秘法稟承事）』**

の写本が、日蓮聖人の直弟子である六老僧の一人、**民部阿闍梨日向（みんぶあじゃりに

こう）**の真筆であることが確認されたと発表されました。この発見は、仏教史および日

蓮宗の研究において「世紀の発見」とも言える極めて重要な出来事です。詳細を整理して

解説します。                                 

１．発見の経緯と内容 これまで身延山久遠寺には、作者不明の『三大秘法抄』の写本が

伝わっていましたが、近年の詳細な調査・鑑定の結果、日蓮聖人から身延山を託された二

世法主・日向上人の筆跡であることが特定されました。鑑定結果： 筆致や紙の年代か

ら、日向上人が書いたものと断定。展示状況： 2024 年 4 月から 5 月にかけて、身延山久

遠寺の宝物館で開催された「春季特別展」にて一般公開されました。 

2. なぜこれが大きなニュースなのか『三大秘法抄』は、日蓮教学の核心である「本門の本

尊・戒壇・題目」について記された最重要遺文の一つですが、古くから**「真偽論争」**

がありました。従来の論争：日蓮聖人の自筆本（正本）が現存しないため、「後世の偽作

ではないか」という説が一部の学者や宗派から提起されていました。今回の意義：日蓮聖

人の直弟子であり、身延山の法主であった日向上人が写本を残していたことが判明したこ

とで、「当時からこの文書が存在し、重要な教えとして共有されていた」という強力な証

拠となりました。これにより、偽作説を否定する大きな根拠が得られたことになります。 

3. 現在の閲覧について 特別展の期間（2024 年春）は終了していますが、身延山久遠寺の

宝物館では定期的に収蔵品の入れ替えを行っています。注意点： 常に常設展示されてい

るわけではありません。実物を拝観したい場合は、事前に身延山久遠寺 宝物館の公式ウ

ェブサイトや電話で、現在の展示内容を確認することをお勧めします。        

次にお手伝いできることはありますか？ 例えば、この発見が日蓮宗の教義にどのような

影響を与えるのか、あるいは日向上人という人物について詳しくお調べしましょうか。 

この写本が日向のものであるとの判定を記した文献あるいは発表はどこにあるか。 

この写本が日蓮聖人の直弟子・**民部阿闍梨日向（みんぶあじゃりにこう）**の真筆であ

ると断定された件については、主に以下のメディア報道、公式発表、および専門家による

調査報告で確認することができます。具体的に参照すべきソースは以下の通りです。 

1. 報道機関によるニュース記事 2024 年 4 月中旬に、複数の新聞社や宗教専門紙がこの発

見を報じました。最も詳細なのは宗教専門紙です。  6/34 



『中外日報』2024 年 4 月 17 日付 「『三大秘法抄』日向の写本と判明 身延山久遠寺、開

創 750 年で初公開」という趣旨の記事が掲載されました。この記事では、鑑定の経緯や意

義が詳しく述べられています。『産経新聞』や『読売新聞（山梨県版）』などの一般紙 

2024 年 4 月 16 日前後に、身延山久遠寺での特別展開催と併せて「日向の写本であること

が確認された」との報道がなされました。 

2. 身延山久遠寺による公式発表・刊行物 寺院側の公式な発表や、その内容をまとめた資

料は以下の通りです。身延山久遠寺 公式ウェブサイト（お知らせ欄）2024 年 4 月の「身

延山開創 750 年記念・春季特別展」の告知において、日向上人の真筆と判明した『三大秘

法抄』を展示する旨が明記されました。機関誌『身延山』身延山久遠寺が発行している月

刊誌です。2024 年の春から夏にかけての号において、調査の成果や日向上人の写本につい

ての解説記事が掲載されています。 

3. 調査・鑑定を行った専門家と文献 この鑑定を主導したのは、日蓮教学の専門家である

真神充宏（まがみ みつひろ）教授（立正大学仏教学部教授・身延山久遠寺宝物館館長）

の研究グループです。展示図録（公式ガイドブック）2024 年 4 月 13 日〜5 月 19 日に開催

された**特別展『身延山の至宝 ―開創 750 年のあゆみ―』**の図録（解説書）に、この写

本の写真とともに、日向真筆と判断した根拠やその重要性が記載されています。これが現

時点で最も一次情報に近い「文献」となります。    

今後の学術論文 こうした重要な発見は、今後、立正大学の学術雑誌（『大崎学報』や

『精神』など）や、身延山大学の研究紀要などで、より詳細な書誌学的調査結果として論

文発表される可能性が高いです。判定の主な根拠（文献に記されている内容の要約）これ

らの文献の中では、以下の点が判定の決め手として挙げられています。 

筆致の合致： 他に残されている日向上人の真筆（消息や写本）と、文字の癖や筆運びが

完全に一致すること。                              

紙質の年代： 使用されている紙の年代が鎌倉時代末期（日向上人の生存時期）と矛盾し

ないこと。                                   

伝承の裏付け： もともと身延山に伝わっていた由来不明の古い写本を、改めて最新の古

文書学の知見で再調査した結果。 

もし詳細な論文や正確な記述を確認されたい場合は、身延山久遠寺宝物館へ問い合わせる

か、上記の特別展の図録を取り寄せるのが最も確実な方法です。さらに、結論から言う

と、「三大秘法抄（正式名：三大秘法禀承事）」の“民部日向（六老僧・日向上人）による

写本”と判定された資料が発見され、2024 年 4 月に身延山久遠寺の宝物館で実際に展示さ

れた、という情報は事実として確認できます。  7/34 



    事実関係の整理 

1. 写本の発見について - 近年、「三大秘法抄」の真偽をめぐる研究の中で、六老僧・民

部日向（身延第二祖）による写本と判定された資料が発見されたと報告されています。- 

この発見は、従来「偽書説」が強かった三大秘法抄の評価を見直す重要な材料です。 

2. 身延山久遠寺での展示- 身延山久遠寺の宝物館において、日向上人筆と伝わる写本が

2024 年 4 月に展示されたと明記されています。-久遠寺側の紹介（『みのぶ』第 103 巻第 11

号）でも「日向上人筆と伝わる写本が修理を終え現在宝物館で閲覧できる」と案内です。     

          まとめ - 写本の存在： 民部日向による写本と判定された資料が実在する。- 展示の

事実： 2024 年 4 月、身延山久遠寺宝物館で展示された。- 学術的意義： 三大秘法抄の真

書性を再評価する重要資料として扱われている。必要であれば、- 三大秘法抄の真偽論争

の流れ - 日向写本の特徴 - 久遠寺宝物館の展示状況（アクセス・展示期間）なども詳

しく解説できます。以下に、「三大秘法抄写本が“民部日向（六老僧・日向上人）による

写本である”と判定したと明記されている文献・発表がどこにあるかを、現時点で確認で

きる範囲で整理して示します。 

結論（最重要ポイント）現時点で公開されている一次文献の中で、「この写本が日向上人

筆である」と明確に判定を記したものとして確認できるのは、以下の資料です。 

     1. 身延山久遠寺広報誌『みのぶ』第 103 巻第 11 号（2024 年） 久遠寺宝物館が公式に

発表した資料で、“日向上人筆と伝わる写本”が修理を終えて展示されていることが明記

されています。- 発行：身延山久遠寺  - 内容：宝物館展示紹介の中で、「日向上人筆と

伝わる『三大秘法抄』写本」と記載されている。これは久遠寺自身が所蔵資料の来歴を示

したもので、**現時点で最も直接的な「判定の根拠を示す公的文献」**です。 

     2. 久遠寺宝物館の展示解説（2024 年 4 月公開） 宝物館の展示パネル・解説文におい

ても、「日向上人筆と伝わる写本」と明記されていることが確認されています。これは学

術論文ではありませんが、**所蔵者による一次的な属性付与（アトリビューション）**で

あり、研究上は重要な情報源です。 

     3. 学術研究者による紹介（2024 年以降の講演・研究会報告） 2024 年の写本公開後、

日蓮教学研究者の間で以下のような報告が行われています。- 日蓮教学研究会（2024 年

夏）での口頭報告「三大秘法抄写本の再検討」→ ここで「日向写本の存在」が紹介され

ている。- 大学研究者による講演（2024 年秋）→ 久遠寺で確認された写本が「日向筆写

本」として扱われている。ただし、これらは口頭発表であり、正式な論文として刊行され

たものはまだ出ていません。       8/34 



    4. 2025 年以降刊行予定の研究論文（情報あり） 2024 年の発見を受け、2025 年以降に

学術誌での正式な論文が出る予定と複数の研究者が述べています。ただし、現時点（2026

年 1 月）では刊行を確認できる論文はありません。    重要な補足■ 「日向筆である」と

する根拠は何か？ 久遠寺側の説明によれば： - 書風（筆跡）- 用紙・料紙の特徴 - 

墨の性質  - 伝来記録（奥書・箱書など）などの総合判断によるものとされています。

ただし、筆跡鑑定の詳細な技術報告書はまだ公開されていません。－と。 

   本尊についての最重要文です。 

上記「三大秘法抄」（新版御書１３８６，１３８８頁）の最重要文に関して

池田先生は「観心本尊抄」講義 三大秘法抄  (池田大作全集第 24 巻)で、以下―   

「御義口伝に云く南無とは梵語なり此には帰命と云う、人法之れ有り、人とは

釈尊に帰命し奉るなり、法とは法華経に帰命し奉るなり」と。ここに仰せの

「釈尊」とは、文底独一本門の教主としての釈尊であり久遠元初自受用報身、

末法御本仏日蓮大聖人御自身であられます。（略）「三大秘法抄」で本尊を明か

されている御文は「人」の面であります。いわく「寿量品に建立する所の本尊

は五百塵点の当初より以来此土有縁深厚本有無作三身の教主釈尊是れなり」－

とご指導です。すなわち、日蓮大聖人即人本尊をご指導なのです！  9/34 
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上記、AIGemini の「三大秘法抄」写本発見への見解も参考に、以下内容に

て論述を進めます。 

１．「三大秘法抄」の重要性についての池田先生のご指導他 

２．「法華経の智慧」で引用された戸田先生の獄中の悟達の持つ本義、重要な

意義を示す。（第 3 巻 326～328 頁を引用）そして、「教学要綱」が獄中の悟達

の本義、即ち―戸田先生がまさに御本尊の体内に入られたということ―を

無視することへの破折。 

３．須田晴夫著「日興門流と創価学会」（２８９～２９２頁）を引用し、戸田先生

の獄中の悟達での「三大秘法抄」の重要義、及び、この御書が日蓮仏法の

本義であることを示す。 

４．「教学要綱」が池田先生の「法華経 方便品・寿量品講義」「法華経の智慧」

を紹介、引用にも拘らず、その内容は、この二つの玉稿の本義と全く乖離、

違背することを示す。 

５．池田先生は「法華経の智慧」で、日蓮仏法の真義を、日蓮大聖人の御相伝

である「御義口伝」「本因妙抄」「百六箇抄」をもってご指導されています。

しかし、「教学要綱」は、大聖人の御相伝の内、「本因妙抄」「百六箇抄」

に記された日蓮本仏論を無視です。その実態は、「教学要綱」５頁、発刊

に当たっての―三代会長の指導のままに、「実践の教学」の大道を貫いて

いきます―に全く自語相違する、まさに、池田先生への師敵対の暴論であ

ることを論証する。 

６．更なる論考          
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１．「三大秘法抄」の重要性についての池田先生のご指導他 

 以下のご指導より「三大秘法抄」がいかに重書であるか、拝せます。 

「若き日の日記・上」(池田大作全集第 36 巻) 昭和二十六年 三大秘法抄 には―    

二月二十日（火）晴 信仰の絶対性 ―正しいことだ。今の宗教界は、不純となってしま

っている。（中略）「立正安国論」「三大秘法抄」をば、血涙の流れ出るまで色読せねばな

らぬ―と。 

「広布と人生を語る」第 9 巻 三大秘法抄 1986.6 には― 他宗や学界において大聖人

の「三大秘法抄」についての真偽論争が古くからたえず行われてきた。しかし、数年前、

文部省の統計数理研究所が、コンピューターを使って文法的特徴や使用単語の特徴などを

分析したところ、大聖人の御真作にまちがいないとの判定結果がでた。このことは、新聞

に報道されたのでご存知の方も多いと思う。大聖人の御書をコンピューターで判定すると

いうことはおそれ多いことであり、また、それのみで真偽が論じられてはならないが、時

代に即応したかたちでもはっきりした証明がなされて、私はたいへんうれしく思ったしだ

いである。かつて、総本山第六十六世日達上人にお目通りした折、同抄の真偽の疑難につ

いて種々、御指南をいただいたことがある。そのさい、さまざまな角度から御真作である

旨、仰せになられたことが、今は懐かしい思い出である。 

「三大秘法抄」が大聖人の御真作であるとすれば、それを依文として、これまで社会に「立

正安国」の活動を展開してきた創価学会の実践が、大聖人の御精神に照らして正しかった

ことが証明されたわけである―と。 

小説「新・人間革命」第３巻「仏法西還」 三大秘法抄には―古来、大陸と交流の深かっ

た九州に、戸田城聖は、東洋広布への大きな期待を託していた。逝去の半年前、九州総支

部の結成大会に出席した戸田は、アジアの実情について触れ、創価学会の使命を語り、こ

う話を結んだ。「願わくは、今日の意気と覇気とをもって、日本民衆を救うとともに、東洋

の民衆を救ってもらいたい」それが、戸田の、九州での最後の指導となったのである。 

 九州の同志は、戸田のその言葉を胸に刻んできた。それだけに、会長山本伸一のアジア

訪問を、どこよりも喜び、この日の三総支部結成大会を、伸一とともに東洋の平和のため

の旅立ちの日にしようとしていた。伸一は、この席上、恩師をしのびつつ、アジア訪問に

ついて、語っていった。「私は、今月の二十八日から、日達上人とともに、インド及び東南

アジアに行ってまいります。日達上人は、『三大秘法抄』（三大秘法禀承事）を書写され、

これを釈尊の成道の地であるブッダガヤに、埋納することになっております。日蓮大聖人

の独一本門の肝要である三大秘法について述べられた、この御書を埋納することは、真実

の仏法がいよいよ日本から西還しゆく、先駆けの証であります。―と。   11/34 



随筆 新・人間革命２ 「御書根本」の正道 三大秘法抄 (池田大作全集第 130 巻)には

―第二代戸田城聖先生もまた、獄中にあって、地涌の菩薩の使命を自覚され、法華経と御

書を根本として、広宣流布の大闘争に立たれた。ことに、先生は、第二代会長に就任され

る前、事業が窮地にあったころから、生命を削るようにして、私に御書を教えて下さった。

今、当時の日記から拾ってみても、「御義口伝」「草木成仏口決」「一生成仏抄」「観心本尊

抄」「生死一大事血脈抄」「立正安国論」「諸法実相抄」「三大秘法抄」「総勘文抄」「顕仏未

来記」「諫暁八幡抄」等々の御抄が記されている。ご自宅や西神田の旧学会本部はもとよ

り、出張にご一緒した折には、列車の中も御書講義の教室となった。また、「百六箇抄」の

講義を受けた時期もあった。 

 ある日、先生は、横になってお休みであったにもかかわらず、「よし、やろう！」と言わ

れて、快く教えてくださったこともある。しかし、私に少しでも真剣さが欠けた時には、

先生は言下に叱咤された。「やめた！ 私は機械じゃないんだ」ともあれ、このように火花

が散るごとく、全魂を傾けて、師から弟子へ、生命から生命へ、日蓮仏法の真髄を伝授し

てくださったのである。有り難い師匠であった。―と。  

（私見）最後の引用には、「御義口伝」「百六箇抄」そして「三大秘法抄」が記

されています。この度、三大秘法抄の写本が見つかったことはご相伝と並び、

「三大秘法抄」がどれほど重要な御書であるか拝察出来ます。さらに、写本に

よりこの重書の存在が証明されたことは日蓮大聖人の御計らいなのだと確信

しております。          ＊＊＊      また、池田先生ご監修の                  

「仏教哲学大辞典」初版（１９７０年）には以下あります。（一部抜粋） 
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（中略） 

（私見）上記より、「三大秘法抄」の重要性がわかります。その重書の写本が発

見され、その存在が証明されたことは、日蓮仏法の真義、「人法一箇の御本尊」

がさらに明白に論証され、結論、人法一箇を否定する「教学要綱」の邪義がさら

に確定されたと断言します。 

また、三大秘法の根本である本門の本尊について、池田先生ご監修の「仏教哲

学大辞典」第三版（２０００年）には、以下あります。（一部抜粋）           
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                 15/34 



                 16/34 



                 17/34 



また、「観心本尊抄」講義 三大秘法抄  (池田大作全集第 24 巻)には―「御義口伝に云く

南無とは梵語なり此には帰命と云う、人法之れ有り人とは釈尊に帰命し奉るなり法とは法

華経に帰命し奉るなり」と。ここに仰せの「釈尊」とは、文底独一本門の教主としての釈

尊であり、久遠元初自受用報身、末法御本仏日蓮大聖人御自身であられます。また「法華

経」と仰せられているのも「今末法に入りぬれば余経も法華経も詮なし、但南無妙法蓮華

経なるべし」と「上野殿御返事」に示されているごとく、釈尊の二十八品の法華経などで

ないことは明らかであります。したがって「但南無妙法蓮華経」を指して「法華経」と仰

せられたと拝するのであります。諸御抄を拝する時、大聖人は、種々の場合に応じて、あ

る時は「人」の面で表現され、ある時は「法」としてこれを述べておられる。 

例えば「三大秘法抄」で本尊を明かされている御文は「人」の面であ

ります。いわく「寿量品に建立する所の本尊は五百塵点の当初より以来此土有縁深厚本

有無作三身の教主釈尊是れなり」と。「報恩抄」の「日本・乃至一閻浮提・一同に本門の

教主釈尊を本尊とすべし」の御教示も同じく人の本尊を言われております。これに対して

「本尊問答抄」の場合は法の本尊を示されている。すなわち「問うて云く末代悪世の凡夫

は何物を以て本尊と定むべきや、答えて云く法華経の題目を以て本尊とすべし」とござい

ます。このように一方においては「人」として仰せられ、他方、法華経の題目、妙法蓮華

経という「法」として示されている元意は人即法、法即人を明かされるにあり、そして、

一幅の漫荼羅の御本尊こそこの人と法とが体一である人法一箇の御当体なのであります。 

先の「御義口伝」の御教示は、それを前提とされての表現であり、また、同じく「御義口伝」

には「無作の三身の宝号を南無妙法蓮華経と云うなり」と、人法体一の義を示されておりま

す。しかして、この大御本尊こそ、その人法一箇の当体であることを「日女御前御返事」に

は、次のように仰せられている。「伝教大師云く「一念三千即自受用身・自受用身とは出尊

形の仏」文、此の故に未曾有の大曼荼羅とは名付け奉るなり、仏滅後・二千二百二十余年に

は此の御本尊いまだ出現し給はず」とございます。結論して言うならば、日蓮大聖人御自身

が、我が身妙法の当体と覚知された法即人の仏であり、無作三身の如来であられる。ゆえに

「御義口伝」に「無作の三身とは末法の法華経の行者なり」と。大聖人は、この無作三身如

来としての御自身の生命をそのまま一幅の曼荼羅として御本尊に顕された。そこに人法一

箇の御本尊たるゆえんがあります。四条金吾夫妻に与えられた「経王殿御返事」に「日蓮が

魂を墨にそめながして・かきて候ぞ信じさせ給へ、仏の御意は法華経なり日蓮が・たましひ

は南無妙法蓮華経に・すぎたるはなし」と述べられているのは、まさに、このことなのであ

ります。これらの御教示を信心で受ける私どもは、御本尊即、生身の日蓮大聖人と拝するの

みであります。－と。 
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２．「法華経の智慧」で引用された戸田先生の獄中の悟達の持つ本義、重要な意

義を示す。（第 3 巻 326～328 頁を引用）そして、「教学要綱」が獄中の悟達の本義、

即ち―戸田先生がまさに御本尊の体内に入られたということ―を無視するこ

とへの破折。 第 3 巻 法華経は一切衆生の己心のドラマ には、－ 

 斉藤 それは、戸田先生の「己心」の中の悟りですね。その時の獄中の戸田先生を、も

しか別の人が見ていたとしても、その人には虚空会は見えなかったでしょう。 

池田 己心です。法華経自体が釈尊の己心の説法であると戸田先生は言われて

いた。序品（第一章）や神力品（第二十一章）の瑞相も、声聞や菩薩たちとの

対話も、宝塔の出現も、地涌の菩薩の涌出も、全部、釈尊己心のドラマと見る

ことができる。 

 須田 インドの霊鷲山に行った時、地涌の菩薩が出てきた大地の割れ目を探していた人

がいました(笑い)。しかし、あくまで己心のドラマであって事実ではありませんね。 

池田 歴史的な事実ではないが、「生命の真実」を表しているのです。 

斉藤 この語らいでも、歴史的な事実ではない法華経のドラマを、便宜上、事実であるか

のように語ってきたことがあります。それは、必ず「生命の真実」を表していると考えら

れるからです。遠藤 釈尊己心の説法ということでわかりにくいのは、釈尊自身です。法

華経に登場する釈尊も「釈尊己心の釈尊」ということになるのでしょうか。 

池田 釈尊己心の自己自身です。ある意味で、迹門から本門に至る過程は、釈

尊が「真実の自己」を顕していくためにあると言えるのではないだろうか。他

の登場人物や出来事も、すべて釈尊自身の「真実の自己」を顕すための役割を

担っている。 

 斉藤 寿量品（第十六章）の久遠の本仏が釈尊の「真実の自己」にあたるわけですね。 

池田 そう。久遠の本仏は、永遠の妙法と一体の「永遠の自己自身」を表して

いるのです。 

 須田 地涌の菩薩も「釈尊己心の菩薩」ということになりますね。 

池田 釈尊の「永遠の自己自身」に具わる「永遠の菩薩」です。「御義口伝」に

も「釈尊・所具の菩薩なるが故本地本化の弟子を召すなり」と仰せです。釈尊

だけではない。大聖人は「一人を手本として一切衆生平等」と仰せです。釈尊

の「永遠の自己」は一切衆生の「永遠の自己」なのです。一切衆生が総じては

本仏なのです。地涌の菩薩も一切衆生に具わる「永遠の菩薩」です。そのこと

を大聖人は「観心本尊抄］で、「妙覚の釈尊は我等が血肉なり因果の功徳は骨髄

に非ずや」、「我等が己心の釈尊は五百塵点乃至所顕の三身にして無始の古仏な

り」、「上行・無辺行・浄行・安立行等は我等が己心の菩薩なり」等と仰せられ

ている。 
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遠藤 法華経のドラマは、一切の人々の生命のドラマなのですね。そうしますと、大聖

人の法華経──御本尊も同様でしょうか。                    

池田 大聖人は、虚空会という法華経の舞台を用いて、ご自身の「永遠の自

己自身」を御本尊として顕されたのです。大聖人の「永遠の自己自身」と

は、言うまでもなく「南無妙法蓮華経」です。御本尊の中央に「南無妙法蓮

華経日蓮」とお認めの通りです。 

 斉藤 御書にも「日蓮がたましひをすみにそめながして・かきて候ぞ信じさせ給へ、

仏の御意は法華経なり日蓮が・たましひは南無妙法蓮華経に・すぎたるはなし」と仰せ

です。 

池田 戸田先生の獄中の悟達も、″折伏戦の棟梁″としての「永遠の自己自

身」をつかまれたと考えられる。これが虚空会の体験です。それは、まぎれ

もない「生命の真実」です。「事実以上の根源的事実」なのです。ですから戸

田先生は、虚空会を事実として語られている。学会員も、そこに連なってい

たのだと語られたこともあった。 

遠藤 「ボヤボヤして後ろのほうで居眠りなんかしていた人が、いまになって教学がわ

からないのです」（『戸田城聖全集』５）ともおっしゃっています（笑い）。 斉藤 戸

田先生はまた「われわれの胸にも御本尊はかかっているのであります。すなわち御仏壇

にある御本尊即私たちと信ずるところに、この信心の奥底があります」（同全集５）と

言われています。これも獄中でつかんだことの表現なのですね。 須田 大聖人の顕さ

れた御本尊の相貌が、戸田先生が獄中でつかんだものと寸分違わず異ならなかった。こ

の事実も戸田先生がまさに御本尊の体内に入られたということの証左と思います。 

池田 戸田先生は、権力の魔性とまっこうから戦われた。その信心によって

得られた大境涯です。以信得入です。それで法華経がすらすら読めるように

なった。法華経が説き示そうとしているのが、永遠の妙法、すなわち南無妙

法蓮華経であることが体得できたからです。ですから、「御本尊への信心がな

くて法華経が読めるものか。読めるわけがない」とよくおっしゃっていた。 

足下を掘れ、そこに大生命あり 

 須田 獄中での唱題と思索の闘いは、法華経との対決であると同時に、ご自身を見つ

め、ご自身を掘り下げられていった実践であったと思います。 

池田 「仏とは何か」を追求し抜いて、仏とはほかならぬ自分のことであ

り、宇宙の大生命であり、それらは一体であるとわかった。″足下を掘れ、そ

こに泉あり″という言葉は有名だが、自身の根源を掘り下げていく時、そこに

万人に共通する生命の基盤が現れてきた。それが永遠の宇宙生命です。戸田

先生は、まさに自身の根源を悟られるとともに、″あらゆる人が、じつは根

本においては地涌の菩薩である″という人類共通の基盤を悟られたのです。

その″生命の故郷″を知ったのが、学会員です。－と。 20/34 



しかし、「教学要綱」５５～５６頁には－池田先生は、一九九五年五月から、機関紙

「聖教新聞」紙上で「法華経 方便品・寿量品講義」の連載を行い、さらに同年、機関誌

「大白蓮華」二月号から、「法華経の智慧―二十一世紀の宗教を語る」と題する長期連載

を行った。この連載の中で、池田先生は、「仏とは生命なり」「我、地涌の菩薩なり」との

戸田先生の獄中の悟達について、「戸田先生は、まさに自身の根源を悟られるとともに、

“あらゆる人が、じつは根本においては地涌の菩薩である”という人類共通の基盤を悟ら

れたのです。その“生命の故郷”を知ったのが、学会員です」と述べている―だけです。                

（私見）池田先生は、上記、「法華経の智慧」で、以下、ご指導なのです。 

①．宝塔の出現も、地涌の菩薩の涌出も、全部、釈尊己心のドラマ    

②．須田氏の発言 地涌の菩薩も「釈尊己心の菩薩」ということになります

ね。－に対して、 釈尊の「永遠の自己自身」に具わる「永遠の菩薩」です。

③．大聖人の「永遠の自己自身」とは、言うまでもなく「南無妙法蓮華経」で

す。御本尊の中央に「南無妙法蓮華経日蓮」とお認めの通りです。 ④．大聖

人は、虚空会という法華経の舞台を用いて、ご自身の「永遠の自己自身」を御

本尊として顕されたのです。大聖人の「永遠の自己自身」とは、言うまでもな

く「南無妙法蓮華経」です。御本尊の中央に「南無妙法蓮華経日蓮」とお認め

の通りです。                            

⑤．須田氏の発言 大聖人の顕された御本尊の相貌が、戸田先生が獄中でつか

んだものと寸分違わず異ならなかった。この事実も戸田先生がまさに御本尊の

体内に入られたということの証左 ―に対して、戸田先生は、権力の魔性とま

っこうから戦われた。その信心によって得られた大境涯です。 

そして、その論述の途中には―「観心本尊抄］で、「妙覚の釈尊は我等が血

肉なり因果の功徳は骨髄に非ずや」、「我等が己心の釈尊は五百塵点乃至所顕の

三身にして無始の古仏なり」、「上行・無辺行・浄行・安立行等は我等が己心の

菩薩なり」等と仰せられている－と引用です。この「古仏」は久遠元初授受用

身如来の日蓮大聖人です。―との、日蓮本仏論をご指導なのです。    

上記の本義を踏まえず、「教学要綱」は池田先生の玉稿「法華経の智慧」で

の、戸田先生の獄中の悟達について最後の文―戸田先生は、まさに自身の根源

を悟られるとともに、″あらゆる人が、じつは根本においては地涌の菩薩であ

る″という人類共通の基盤を悟られた―だけを引用し、地涌の菩薩の意義のみ

を強調するのです。なぜ、池田先生の深いご指導を引用しないのか！このよう

な作為的引用は、「法華経の智慧」の本義の紹介ではない！ましてや戸田先生

の獄中の悟達の本意ではない！偏頗としかいえない！これこそ「教学要綱」の

狡猾な作文であると断じます！   21/34 



３．須田晴夫著「日興門流と創価学会」（２８９～２９２頁）を引用し、戸田先生

の獄中の悟達での「三大秘法抄」の重要義、及び、この御書が日蓮仏法の本義

であることを示す。私見はありません。以下、正論と拝しております。 

22/34 
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日蓮大聖人の御書の偽書説に対しての須田氏の論述です。 

三大秘法抄の写本発見は須田氏の見解通りです。 
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４．「教学要綱」が池田先生の「法華経 方便品・寿量品講義」と「法華経の

智慧」を紹介、引用にも拘らず、その内容は先生のこれらの玉稿の本義と全く

乖離、違背することを示す。 

再度の掲示ですが、「教学要綱」５５～５６頁には－池田先生は、一九九五年五

月から、機関紙「聖教新聞」紙上で「法華経 方便品・寿量品講義」の連載を行い、さら

に同年、機関誌「大白蓮華」二月号から、「法華経の智慧―二十一世紀の宗教を語る」と

題する長期連載を行った。―とあります。 

私は、「教学要綱」が池田先生の玉稿「法華経の智慧」を紹介、引用するか

らには、その論述すべてにおいて、先生の「法華経の智慧」の本意に一分たり

とも違うことがあってはならない、そして紹介する以上、先生が「法華経の智

慧」で明かされた文底からの真義―日蓮大聖人即御本尊、また、人法一箇、さ

らに、何十箇所でご指導の久遠元初自受用身如来について論じなければならな

いと確信しています。しかし、「教学要綱」の実態は偉大な「法華経の智慧」

の名を借りた狡猾な自己正当化の作為そのものである！と断じます。以下、そ

れを論証します。 

 

               ＊＊＊ 

「法華経 方便品・寿量品講義」(池田大作全集第 35 巻)には― 

小題「久遠元初とは″生命根源の時″」のところで―大聖人は、御自身の生

命に具わっているこの成仏の根本法が南無妙法蓮華経であり、御自身が南無妙

法蓮華経如来であると明確にお説きになり、その大生命を御本尊として顕され

て、末法の一切の人々に与えてくださったのです。（中略） 

「久遠」とは十界具足の常住の生命のことであり、十界常住の南無妙法蓮華

経の御本尊です。「実成」とは、私たち一人一人の内に具わっている御本尊が

現れ、その功徳が開かれてくるということです。これが文底の久遠実成です。

これを文上の久遠実成と明確に区別してそして、「久遠元初」とも言うので

す。 

「久遠元初」は、無始無終であり、単に文上の五百塵点劫の久遠よりもさら

に前を指すというだけではありません。その本義から言えば、久遠元初とは、

いわば‶生命の根源の時″です。この生命の根源に目覚めれば、三世にわたっ

ていつでも「久遠元初」－となるのです。  27/34 



小題‶久遠を思い出せば娑婆世界も晴れ晴れ輝く″」のところで―この生命

の根源の時に立ち返って、″今から″と新鮮な一念で現実へと向かっていく久

遠元初のいき方が、大聖人の仏法の真髄なのです。 

御本尊を信受し勤行・唱題を実践する私どもにとっては、「一日一日が久遠

元初」「一瞬一瞬が久遠元初」なのです 。（中略）大聖人の御内証の本地―それ

は、久遠元初の自受用身であられる。自受用身とは‶ほしいままにうけ

もちいるみ″（御書７５９頁）ですーと。 

               ＊＊＊ 

しかし、「教学要綱」には―日蓮大聖人は、末法の衆生の救済を釈尊に代わ

って行う「末法の教主」（４７頁）、  

日蓮大聖人が、末法の衆生が成仏するための教えを探究し、『法華経』の肝

心として「南無妙法蓮華経」を選び取っていかれた（６８ 頁）－と。 

（私見）私たちは、池田先生の「法華経 方便品・寿量品講義」の上記、― 

日蓮大聖人が久遠元初の自受用身であり、御自身が南無妙法蓮華経如来である

と明確にお説きになり、その大生命を御本尊として顕されて、末法の一切の

人々に与えてくださったのです。－を、生命に染め、日々、勤行・唱題するこ

とが、私どもにとっての久遠元初なのです！私たちは一瞬一瞬が久遠元初なの

です！ 

それなのに、上記「教学要綱」の大聖人様への言い渡しは許せない！こんな

表現を、三代会長から拝したことはない！「教学要綱」は、池田先生の「法華

経 方便品・寿量品講義」を何と心得るのか！即刻、池田先生にお詫びし、

「教学要綱」を絶版にせよ！ 

                ＊＊＊ 

また、私は、以下の論述こそ「法華経の智慧」の本意と拝しています。     

如来神力品（第二十一章）「文底」仏法は「民衆」仏法 具騰本種には

―                      (池田大作全集第 29-31 巻) 
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「文底」が説かれて仏法は完結 

斉藤 前項で、仏教の歴史を「仏因の探求」という観点から語っていただきましたが、そ

の探求の究極が「寿量品の文底」にあるという結論になります。ここまで至らないと、

「生きとし生けるものを仏にしたい」という釈尊の願いも完結しません。 

池田 寿量文底の「仏因」とは、言うまでもなく無始無終の妙法であり、南無

妙法蓮華経です。これは「仏因」であると同時に「仏果」です。「因果倶時・

不思議の一法」です。これを寿量品の説法を聞いて覚知したのです。寿量品

を、虚空会上の″三十二相の、きらびやかな釈尊の話″と思ったら間違いです。

その色相荘厳の仏を見上げているだけなら、所詮は″他人ごと″になってしま

う。そうではなく、五百塵点劫の説法で、どんどん過去にさかのぼっていった

あげく、自分の究極の″原点″は、釈尊の″原点″と同じであったと分かったので

す。″虚空″を見上げていて、はっと″足もと″に気づいたのです。これが「等覚一

転名字妙覚」です。（成仏の本因が南無妙法蓮華経如来であることを述べた

文。等覚という最高位の菩薩でも、久遠元初の妙法を覚知して、「等覚」から

一転して「名字即」という凡夫の位になり、そこから直ちに仏の位である「妙

覚」になること）                            

須田 一段一段、成仏を目指して階段を上った果てに、じつは「出発点」に戻った。自分

を生み、支えている宇宙生命そのものを自覚したということになります 遠藤 「具騰本

種」というのも同じ意味ですね。（「具つぶさに本種を騰あぐ」と読む。妙楽大師の言葉。

成仏の根本原因＝本種は、寿量品の文底に蔵されており、この本種を覚知したがゆえに法

華経の会座の衆生も、成仏したとする） 斉藤 その「本種」が「南無妙法蓮華経」であ

る。それを目覚した。 

池田 文上を聞いただけで文底がわかった。そういう機根の衆生は、それでい

い。しかし、わからない機根の衆生は、どうするのか。これが「滅後の弘教を

上行菩薩に託した」理由です。上行菩薩という「菩薩仏」──すなわち「因果倶

時・不思議の一法」を、その身に体現している人が、「因果倶時・不思議の一

法」を弘めるのです。仏法では必ず「説かれる法」と「説く人」が一致してい

るのです。 

斉藤 「法是れ久成の法なるを以ての故に久成の人に付す」ともあります。（中国・唐時

代の天台僧・道暹の『法華文句輔正記』の言葉。大聖人も観心本尊抄〈御書二五〇ペー

ジ〉などで引用されている） 

池田 日蓮大聖人は「本果妙の釈尊・本因妙の上行菩薩を召し出す事は一向に

滅後末法利益の為なり」と仰せです。末法の機根の衆生には、まっすぐに、そ

のまま、成仏の「本因」を、久遠元初の妙法を説くのです。そのための如来神

力品の付嘱です。ゆえに如来神力の「如来」の元意は、釈尊だけのことではな

く「一切衆生」のことになる。「神力」とは「生命の力」です。  29/34 



凡夫を代表とする「一切衆生」の本当の「生命の力」を示したのが如来神力品

なのです。それを示すために、全宇宙的儀式の「十神力」が説かれた。 

 遠藤 三十二相の「色相荘厳の仏」は、そのことに気づかせるための「仮の仏（権

仏）」だということですね。 

                 ＊＊＊                 

また、如来寿量品（第十六章）発迹顕本──「人間こそ尊極」…(池田大作全集

第 29-31 巻)―には  釈尊の師は南無妙法蓮華経如来           

池田 法と人（仏）は本来、不可分なのです。「如来」というのも「如（真

如・真実の世界）からやって来たもの」ということです。すなわち「如来」と

は、真実の「法」が現実の上に表れたのです。宇宙生命に″人″の側面と″法″の側

面があり、それが一体なのです。少しむずかしいかもしれないが、大事なとこ

ろなので、もう少し言っておこう。釈尊の説法に「法を見る者は我を見る、我

を見る者は法を見る」（相応部経典（犍度篇）「長老品・跋迦梨」）という言葉

がある。法を体得すれば釈尊に会うことができ、釈尊に会えば法を悟れるとい

う意味です。「我を見る」の「我」とは、根本的には「永遠の法」と一体とな

った「永遠の仏」です。寿量品では、永遠なる「常住此説法（常に此に住して

法を説く）」（法華経四八九ページ）の仏身を説く。文上の法華経では、五百塵

点劫以来の「久遠実成の釈尊」のことだが、その指向しているのは無始無終の

「久遠元初の仏」です。釈尊が悟った「永遠の法」即「永遠の仏」は、あらゆ

る仏が悟った「永遠の大生命」であった。過去・現在・未来のあらゆる仏は、

ことごとく釈尊と同じく「久遠元初の仏」を師として悟ったのです。それが

久遠元初の自受用身であり南無妙法蓮華経如来です。戸田先生は言わ

れた。「日蓮大聖人の生命というもの、われわれの生命というものは、無始無

終ということなのです。これを久遠元初といいます。始めもなければ、終わり

もないのです。大宇宙それ自体が、大生命体なのです」と。無始無終で慈悲の

活動を続ける、その大生命体を「師」として、「人間・釈尊」は人間のまま仏

となったのです。そして、悟ったとたん、三世十方の諸仏は皆、この人法一箇

の「永遠の仏」を師として仏になったのだとわかったのです―と。 

（私見）結論、上記のご指導こそが池田先生のご指導の真髄なのです！「教学

要綱」は「法華経の智慧」に完全に違背なのです！よって「教学要綱」は絶版

にしなければならないのです！  
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５．池田先生は、以下「法華経の智慧」で御相伝「本因妙抄」「百六箇抄」をも

って日蓮仏法の真義をご指導されています。しかし「教学要綱」はその日蓮本仏

論を無視し―大聖人は自身を「如来の使い」「教主釈尊の御使い」と位置づけ、「教主釈尊

の勅宣を頂戴して」『法華経』を説いている（４５頁）―の暴言なのです。その実態は

「教学要綱」５頁、発刊に当たっての―三代会長の指導のままに、「実践の教学」

の大道を貫いていきます―に全く自語相違です。 

「法華経の智慧」第四巻 110、111

頁で名誉会長は―本因とは「因果

倶時不思議の一法」です。釈尊が

師とした、この本因を、直ちに、

そのまま説くのが「本因妙の教主」

です。日蓮大聖人は、「其の教主は

某なり」と宣言されています。 

 

遠藤 「百六箇抄」の「我等が内

証の寿量品とは脱益寿量の文底

の本因妙の事なり、其の教主は某

なり」のところですね。 

  

名誉会長 この「本因妙の妙法」こそ、法華経の寿量品の文の底に秘し沈めら

れた「三世諸仏の本尊」であり「真の一念三千」なのです。この「一法」こそ

「本因」であり同時に「本果」でもある。「仏因」と「仏果」が同時です－

と。 すなわち、先生は文底から拝しなさいとご指導なのです。                     

上記、須田氏の―「因果異性の宗」（方便権教）、「因果同性の宗」（法華経迹

門）、「因果並常の宗」（法華経本門）に対する「因果一念の宗」ですね― は

「本因妙抄」の文です。 

（私見）上記、池田先生のご指導だけで、「教学要綱」は完全な邪義と断定

されるのです！「教学要綱」はただの浅薄な文上解釈！時代錯誤の釈迦仏法な

のです。            31/34 



６．更なる論考                              

以上、本拙文の―人本尊を明かす「三大秘法抄」の写本発見で「教学要綱」

の邪義が再確定へ―の論述は終え、続いて、以下、「教学要綱」の邪義を再掲

示し、大聖人を「教主釈尊の御使い」と貶めることに対し破邪顕正します。 

『法華経』には、現実には亡くなった歴史上の釈尊と、「永遠の仏」としての

釈尊の関係が示されている（２８頁） 

大聖人は自身を「如来の使い」「教主釈尊の御使い」と位置づけ、「教主釈尊

の勅宣を頂戴して」『法華経』を説いている（４５頁） 

日蓮大聖人は末法の衆生の救済を釈尊に代わって行う「末法の教主」（４７

頁） 

日蓮大聖人が、末法の衆生が成仏するための教えを探究し、『法華経』の肝

心として「南無妙法蓮華経」を選び取っていかれた（６８ 頁） 

大聖人御自身が竜の口の法難を契機に、釈尊から「南無妙法蓮華経」を付嘱

された上行菩薩の使命に立ち、自らその「南無妙法蓮華経」を覚知したという

究極的な自覚に到達されたことを意味する。そして、竜の口の法難以降、大聖

人は、その自覚の上から文字曼荼羅を顕されていったのである。（７６頁） 

大聖人が顕された文字曼荼羅の御本尊は、上行等の四菩薩が釈尊の脇士とな

っているので、この釈尊は『法華経』本門寿量品における釈尊、すなわち「寿

量の仏」である。さらに、その「寿量の仏」そのものが、首題の「南無妙法蓮

華経」の脇士に位置づけられている（７８頁） 

如来神力品第二十一において釈尊は上行菩薩等の地涌の菩薩に付嘱を行う

が、日蓮大聖人がその付嘱の法こそ「南無妙法蓮華経」であると覚知された

（中略）大聖人が、その「南無妙法蓮華経」を具体的に三大秘法として示し、

末法の衆生の成仏のための修行方法を確立して、それを弘通したことは、地涌

の菩薩の先頭に立つ上行菩薩としての使命を果たされたものである（９２頁）

―とあります。 

（私見）上記、７つの邪義の根底にあるのが―大聖人を「教主釈尊の御使い」

と貶める―ことであり、その誤りを以下、御書と池田先生の「法華経の智慧」

のご指導により破邪顕正します。   32/34 



「上野尼御前御返事」には「釈迦仏を御使いとして、りょうぜん浄土へまい

りあわせ給え」（旧版 1576 頁、新版 1921 頁）とあり、この御書は真筆が大石寺に

現存しており、疑いの余地はありません。要するに、日蓮大聖人および大聖人

門下からすれば釈迦仏は「使い」に過ぎないのです！それが大聖人の御認識で

あったことが明らかです。大聖人を釈迦仏の使いとする『教学要綱』の主張

が、大聖人の御内証とは全く正反対であることがこの御文一つとってもはっき

りしています。『教学要綱』が大聖人を「上行菩薩の再誕どまり」にしている

ことが、いかに明白な誤りであるかが、大聖人のこの御文で確定です。 

池田先生は 2006.2.20 のスピーチ 

(池田大作全集第 100 巻)で、以下ご指導

です。― 

 時光の父が逝去して十五年後、今度

は、時光の弟の七郎五郎が、十六歳の若

さで、急逝した。大聖人も、その成長を

心から期待されていた、頼もしい好青年

であった。母の悲しみと嘆きは、あまり

にも深かった。 

 大聖人は、その母の心の奥深くに希望

の光を灯されるように、こう教え励まさ

れたのである。「（亡くなられたご子息

に）やすやすと、お会いになる方法があ

るのです。釈迦仏を御使いとして、霊山

浄土へまいり、会われるがよいでしょ

う。               

（法華経方便品第二に）『若し法を聞く者

あらば、一人として成仏せずということ

無けん』と言って、大地をさして外れる

ことがあっても、日月は地に落ちられても、潮の干満がなくなる時代はあっても、花は夏

に実にならなくても、南無妙法蓮華経と唱える女性が、愛しく思う子に会えないというこ

とはない、と説かれているのです」（御書 1576 ㌻、通解）－と。                           

（私見）池田先生の上記ご指導―方法があるのです。釈迦仏を御使いとして―よ

り、日蓮大聖人が方法論として、釈迦仏を御使いとされたのです！ゆえに、

『教学要綱』が大聖人を「上行菩薩の再誕どまり」に貶めるのは、あまりにも

酷い邪義、大謗法なのです！     33/34 



そして、「法華経の智慧」如来神力品（第二十一章）(池田大作全集第 29-31 巻)

には― 地涌の菩薩─境涯は仏、行動は菩薩 「地涌の菩薩」とは、内証の境

涯が「仏」と同じでありながら、しかも、どこまでも「菩薩」として行動して

いくからです。いわば「菩薩仏」です。境涯が「仏」と師弟不二でなければ、

正法を正しく弘めることはできない。（中略）上行菩薩への結要付属─上行菩薩

は「菩薩仏」 通常、「菩薩」と言えば、成仏を目指して修行している存在で

す。しかし、明らかに「上行菩薩」は、そうではない。「如来のすべて」を全

身に体していて、なおかつ「菩薩」と呼ばれている。上行菩薩は「菩薩仏」な

のです。（中略） 

百六箇抄には、こう仰せだ．（「本門付属の本迹」）「久遠名字の時・受る所の

妙法は本・上行等は迹なり、久遠元初の結要付嘱は日蓮今日寿量の付属と同意

なり」むずかしいが、要するに、久遠以来、名字即の凡夫のまま日蓮大聖人が

南無妙法蓮華経の本法を所持しておられる。それが「本」。それから見れば、

法華経の経文上の上行菩薩等の儀式は「迹」になる。経文は、大聖人が事実と

して妙法を広宣流布されるための「予証（あらかじめ出す証拠）」であり「文

証」です。「南無妙法蓮華経如来」が、法華経二十八品というスクリーンに

「影」を映した結果、久遠実成の釈尊（仏界）や上行菩薩（九界）の姿になっ

たのです。だから、どこまでも妙法が「本」、上行菩薩は「迹」です。―と。 

               ＊＊＊ 

（私見）上記より、日蓮大聖人を「教主釈尊の御使い」と貶める「教学要綱」

は、池田先生が「法華経の智慧」でのみご教示の、日蓮大聖人のご内証は―

「菩薩仏」の上行菩薩―の深義を全く無視なのです！ 

ゆえに、「教学要綱」は即刻、絶版にすべきである！と、私は断言します。

この拙文を親しき友人にもお伝え下さい。そして、皆様の忌憚なきご高見、ご

指導を kiiroibara.526@gmail.com に、お願い申し上げます。                 

 敬具  図斉修  
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